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２．八代海の潮流・潮汐について 
 
（１） 潮流の状況 
 八代海の流況は、東流及び西流時に長島海峡等の湾口部で流速が早く、北部海域ではその

数分の１程度の流速である（図１－１、図１－２）１）  これらの流況は数値計算によっても

ある程度再現されており、特に線流量の残差流は八代海湾央部の東岸から湾奥部での流量が

小さく、潮汐流動が停溜する傾向にあることが算定されている。（図―２）２） また、これ

らの流況は、河川流入水の影響によっても変動し、河川流量がある場合、満越瀬戸や長島瀬

戸を通じて流出するような残差流となる。３）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１－１ 八代海における東流最強時及び転流時の潮流 
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図１－２ 八代海における西流最強時及び恒時の潮流 
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図２ 八代海における潮汐残差流 
 
 
（２） 潮位の変動 
  八代海の潮位観測点は数少ないが、図―３に示されるように、1980 年以降、有明海と同
様に平均潮位の上昇と潮位差の減少傾向が観測されている。 
  八代海の潮汐による潮位変動特性（湾振動）は余り知られておらず詳細な知見は少ない。

外洋からの入射波周期に対する八代海の各点（図中に示す各点）での振動応答を 2次元の数

値計算よりに算定した結果によると、八代海の湾振動周期は約３時間であり、八代海の長軸

方向の固有振動周期である。また，９時間以上の振動応答は有明海の固有周期３）による影響

であり、八代海と有明海の潮汐流動を調べるに際しては相互の影響を考慮する必要がある。

（図―４）４）  
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図３ 八代海における平均潮位と潮位差の変動 
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図３ 八代海における平均潮位及び潮位差の年変動 

 
 
 
 

図４ 八代海における水面振動幅の応答関数 

  

図４ 八代海における水面振動幅の応答時間 
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